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に
四
名
、
こ
ど
も
発
達
学
科
に

二
名
、
法
律
学
科
に
三
名
、
経

営
学
科
に
三
名
、
経
済
学
科
に

一
名
、
社
会
情
報
学
科
に
一
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
学
科

に
お
け
る
特
待
生
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

教
員
に
と
っ
て
は
特
待
生
に
対

す
る
教
育
方
法
の
工
夫
も
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
特
待
制
度
は

入
学
時
だ
け
で
は
な
く
、
在
学

生
に
対
す
る
資
格
取
得
に
と
も

な
う
奨
励
金
制
度
と
し
て
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
も
付
記

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
常
務
理
事　

菅
原
秀
二
）

た
の
は
第
一
種
八
名
、
第
二
種

九
名
の
合
計
十
七
名
で
し
た
。

結
果
と
し
て
、
合
格
者
の
二
割

ほ
ど
の
手
続
き
率
で
し
た
が
、

そ
の
合
格
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る

と
道
外
か
ら
は
、
沖
縄
県
、
青

森
県
か
ら
の
受
験
生
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
内
で

も
「
進
学
校
」
と
い
わ
れ
る
高

校
か
ら
の
受
験
生
が
入
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
学
生
た
ち
が
、
本
学
の
他

の
新
入
学
生
た
ち
に
多
大
な
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

特
待
生
の
学
科
ご
と
の
内
訳

を
示
し
て
お
き
ま
す
と
、
人
間

科
学
科
に
二
名
、
英
語
英
米
文

学
科
に
一
名
、
臨
床
心
理
学
科

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
徴
的
な
の
は
、
Ａ

Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
で
す
で
に

合
格
し
た
学
生
に
つ
い
て
も
、

受
験
料
が
無
料
で
一
般
入
試
・

セ
ン
タ
ー
入
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
早
く
合
格
が
決

ま
っ
た
学
生
で
も
学
習
意
欲
を

維
持
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う

し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
の
べ

人
数
で
百
二
十
名
ほ
ど
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
者
が
出
ま
し

た
。

　

入
試
全
体
で
は
、
支
給
候
補

者
と
し
て
、
第
一
種
三
十
名
、

第
二
種
七
十
名
の
合
格
者
を
出

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
入
学
し

　

す
で
に
予
告
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
入
試
よ
り
学
業

特
待
奨
励
金
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
学
業
の
成
績

が
優
れ
た
学
生
に
対
す
る
一
種

の
育
英
型
奨
学
金
制
度
で
、
経

済
状
態
で
は
な
く
、
一
般
入
試

お
よ
び
セ
ン
タ
ー
入
試
に
お
い

て
、
各
学
科
が
定
め
る
得
点
率

に
達
し
た
学
生
に
、
初
年
時
の

授
業
料
全
学
（
第
一
種
）
ま
た

は
半
額
（
第
二
種
）
を
免
除
す

る
も
の
で
す
。
各
学
科
で
要
求

さ
れ
る
科
目
数
が
異
な
っ
て
い

る
の
で
、
得
点
は
一
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
学
科
で
も

満
点
の
八
十
％
以
上
の
得
点
率

で
全
額
免
除
、
七
十
五
％
以
上

八
十
％
未
満
で
半
額
免
除
と

　

四
月
三
日　

平
成
二
十
四
年

度
入
学
式
を
、
ニ
ト
リ
文
化

ホ
ー
ル
（
旧
北
海
道
厚
生
年
金

会
館
）
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

奥
谷
浩
一
学
長
か
ら
新
入
生

に
対
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
豊
か
な
人
間
性
を

持
っ
た
学
生
に
な
っ
て
ほ
し

は
、
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事

故
の
教
訓
と
し

て
示
さ
れ
た
よ

う
な
、
人
間
の

命
と
健
康
を
第

一
の
価
値
と

し
、
人
間
の
絆

を
大
切
に
し
、

人
々
の
助
け
合

い
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
幸
福
度

の
高
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

な
く
て
は
な
ら

い
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ル
イ
・

ア
ラ
ゴ
ン
が
『
シ
ュ
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
大
学
の
歌
』
と
い
う
詩

の
な
か
に
『
教
え
る
と
は
と
も

に
希
望
を
語
る
こ
と
、
学
ぶ
と

は
誠
実
を
胸
に
刻
む
こ
と
』『
学

問
と
は
忍
耐
』
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
社
会

新入生代表の菊地健太さん

な
い
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
の
大
学
生
活
の
中
で
教

職
員
と
希
望
を
語
り
合
い
、
誠

実
さ
を
胸
に
刻
ん
で
し
っ
か
り

と
し
た
社
会
人
と
な
っ
て
巣
立

た
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
学
生
代
表
祝
辞
で
は
段
坂

直
登
さ
ん
（
人
文
学
部
学
生
自

治
会
執
行
委
員
長
）
か
ら
「
大

学
は
自
分
が
成
長
す
る
場
所
で

あ
り
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
成

長
す
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
き
っ
か

け
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
必
要
な
も
の
は
、

ほ
ん
の
少
し
の
「
勇
気
」
で
す
。

自
分
で
関
わ
り
を
作
り
だ
す

と
、
新
た
に
「
責
任
」
が
芽
生

え
ま
す
。
そ
し
て
「
自
信
」
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
自
信
は
、

い
ず
れ
皆
さ
ん
を
よ
り
大
き
く

成
長
さ
せ
る
原
動
力
に
な
り
ま

す
。
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

逃
げ
な
い
で
向
き
合
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
新
入
生
に
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
入
生

代
表
と
し
て
人
文
学
部
こ
ど
も

発
達
学
科
に
入
学
し
た
菊
地
健

太
さ
ん
（
沖
縄
県
立
那
覇
国
際

高
等
学
校
出
身
）
か
ら
「
昨
年

三
月
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、

命
の
大
切
さ
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
命
ど
ぅ
宝
（
ぬ

ち
ど
ぅ
た
か
ら
：
沖
縄
の
言
葉

　

命
こ
そ
宝
の
意
）。
人
と
人

の
絆
に
感
謝
し
悔
い
の
無
い
よ

う
に
生
き
て
い
き
た
い
。
遠
く

故
郷
（
沖
縄
）
を
離
れ
た
私
に

不
安
や
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

札
幌
学
院
大
学
の
新
し
い
仲
間

と
困
難
を
乗
り
越
え
夢
を
実
現

し
ま
す
。」
と
感
謝
の
気
持
ち

と
未
来
へ
の
力
強
い
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

（
撮
影
協
力
・
フ
ォ
ー
ト
カ
ン
ノ
）

　

二
〇
一
二
年
四
月
十
六
日

（
月
）、
本
学
大
学
院
地
域
社
会

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
と
札
幌

市
経
済
局
と
の
連
携
講
座
で
あ

る
「
さ
っ
ぽ
ろ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
が
本
学
社

会
連
携
セ
ン
タ
ー
で
開
講
さ
れ

た
。
当
日
は
札
幌
市
経
済
局
の

川
畑
恵
産
業
振
興
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
こ
の
講
座
か
ら
多
く

の
社
会
起
業
家
が
誕
生
し
、
札

幌
市
民
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

や
雇
用
の
創
出
を
期
待
す
る
と

述
べ
ら
れ
た
。

　

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」

し
て
い
く
。

　

大
学
院
の
演
習
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
た
め
、
大
学
院
生

八
名
に
、
札
幌
市
が
募
集
し
た

受
講
者
十
二
名
が
加
わ
り
、
合

計
二
十
名
が
受
講
し
て
い
る
。

受
講
者
は
全
員
社
会
人
で
、
経

営
者
、
医
師
、
弁
護
士
、
社
会

福
祉
士
な
ど
多
様
な
仕
事
に
就

い
て
お
り
、彼
ら
彼
女
ら
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
具
体
的
に

考
え
、
社
会
的
起
業
を
考
え
て

い
る
。
講
座
は
河
西
邦
人
経
営

学
部
教
授
、
そ
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
社

会
起
業
家
六
名
が
担
当
し
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
か
ら
、

経
営
ま
で
を
十
五
回
の
講
義
の

中
で
教
示
し
、
受
講
者
の
社
会

的
起
業
を
札
幌
市
と
と
も
に
支

援
し
て
い
く
。こ
の
講
座
で
育
っ

た
社
会
起
業
家
た
ち
が
社
会
の

課
題
を
解
決
し
、
札
幌
市
の
発

展
へ
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

は
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
産
み
の

親
で
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
博

士
等
が
提
唱
し
、
世
界
で
今
、

注
目
を
集
め
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
は
行
政
活
動
、
企
業
活
動
、

市
民
活
動
が
そ
の
限
界
か
ら
解

決
で
き
な
い
社
会
課
題
を
、
多

様
な
主
体
を
巻
き
込
み
、
多
様

な
経
営
資
源
を
活
用
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
混
合
し
た
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
り
解
決
し
、
社
会
を
革
新

　

本
学
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
、
今
年
も
夕
張
市

へ
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
は
二
〇
〇
八
年
か
ら

始
ま
り
、
地
域
貢
献
と
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね
た
活
動
で
、

今
年
で
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
午

前
中
は
セ
ン
タ
ー
、
午
後
か
ら

は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ

り
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

近
所
の
お
年
寄
り
宅
の
除
雪
を

行
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
豚
汁
を
差
し
入
れ
て
い

た
だ
い
た
り
、
近
所
の
皆
さ
ん

か
ら
コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
り
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
学
生
達
の
い
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

部
は
、
現
在
、
部
員
数
二
十
九

名
（
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
八
名

を
含
む
）で
、昨
年
は
一
部
リ
ー

グ
二
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

そ
の
部
員
の
内
の
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
四
名
を
含
む
約
二

十
名
が
Ｓ
Ｇ
Ｕ
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
夕
張
を
訪
問
し
ま
し
た
。

十
時
頃
に
夕
張
市
コ
ミ
ュ
ニ

る
暖
か
な
日
で
し
た
が
、
道
場

の
床
が
冷
た
く
学
生
お
よ
び
撮

影
ス
タ
ッ
フ
が
暖
を
取
り
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。
矢
を
射
る
と

い
う
緊
迫
感
が
漂
う
雰
囲
気
で

し
た
が
、
撮
影
の
合
間
に
ス

タ
ッ
フ
が
学
生
た
ち
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
て
無
事
に
撮
影
を
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
二

十
五
日
に
は
タ
レ
ン
ト
の
宇
梶

剛
士
さ
ん
、
ギ
ャ
ル
曽
根
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
の
Ｈ
Ｔ
Ｂ
「
ワ
ク
ワ
ク

お
み
や
げ
ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク　

お

宝
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
に
学
生
二
名
が

出
演
し
、
Ｃ
Ｍ
の
メ
イ
キ
ン
グ

ビ
デ
オ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｍ

は
「
ア
ル
キ
タ
」
が
求
人
情
報
だ

け
で
な
く
若
者
文
化
の
サ
ポ
ー

ト
と
就
活
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

春
の
入
学
シ
ー
ズ
ン
向
け
て
よ

り
一
層
の
学
生
か
ら
の
信
頼
度

を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
サ
ー
ク

ル
と
し
て
本
学
弓
道

部
が
出
演
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
撮
影
は

本
学
の
弓
道
場
で
行

い
、
春
を
感
じ
さ
せ

　

ア
ル
バ
イ
ト
北

海
道（
ア
ル
キ
タ
）

の
春
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
企
画
と
し

て
本
学
の
弓
道
部

が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
撮

影
お
よ
び
広
告
用

と
文
京
通
り
沿
い
の
看
板
広

告
・
地
下
鉄
や
Ｊ
Ｒ
と
い
っ
た

交
通
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
案
、ザ
・

Ｓ
Ｇ
Ｕ
（
学
生
目
線
で
の
大
学

案
内
冊
子
）
の
作
成
、
入
試
課

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
地
方
開
催

の
ミ
ニ
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
参
加
と
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
七
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
配
布
を
目
標
に
作
成
中
の

ザ
・
Ｓ
Ｇ
Ｕ
第
三
弾
。
昨
年
は

各
高
校
配
布
の
他
、
地
下
鉄
主

要
駅
に
も
置
い
て
い
た
だ
き
、

設
置
し
た
途
端
に
無
く
な
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し

た
。
今
回
も
一
年
目
、
二
年
目

の
好
評
だ
っ
た
ペ
ー
ジ
を
更
に

進
化
さ
せ
、
ま
た
新
た
に
違
っ

た
視
点
で
の
ペ
ー
ジ
を
盛
り
込

み
、
読
み
手
側
の
高
校
生
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
さ
せ
た
い

と
案
を
出
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　

三
年
目
の
今
年
は
更
に
活
動

の
場
を
広
げ
る
予
定
で
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
院
三
研
究
科
二
十
五
名
、
五
学
部
九
学
科
七
八
二
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　

合
わ
せ
て
八
〇
七
名
の
院
生
と
学
部
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

本
学
大
学
院
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
と
札
幌
市
経
済
局
と
の
連
携
講
座

雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
学
生
が
大
学
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
い
っ
た
初
め
て
の
試

み
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
つ
い

に
三
年
目
を
迎
え
た
学
生
広
報

チ
ー
ム
。
四
年
生
が
卒
業
し
、

新
た
に
七
名
が
加
わ
り
十
三
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
大
学
を
元
気
に
し
た
い
」

を
合
言
葉
に
、
十
二
号
線
沿
い

学
生
広
報
チ
ー
ム

第
三
期

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

大
学
院
三
研
究
科
二
十
五
名
、
五
学
部
九
学
科
七
八
二
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　

合
わ
せ
て
八
〇
七
名
の
院
生
と
学
部
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

 2012　OPEN　CAMPUS（参加自由・予約不要）

オープンキャンパス開催情報

第1回 2012年 6月 24日（日） 11：00～ 16：00

第 2回 2012年 7月 29日（日） 11：00～ 16：00

第 3回 2012年 9月 30日（日） 11：00～ 16：00

第 4回 2013年 3月 20日（水・祝） 11：00～ 15：00

★無料送迎バス運行

■【予約不要】

札幌駅、新さっぽろ駅からの無料送迎バス

 2012　MINI　OPEN　CAMPUS（予約制）

2012年 8月 25日（土） 旭川市 ロワジールホテル旭川 12：00開始

2012年 8月 26日（日） 北見市 サントライ北見 11：00開始

2012年 9月　2日（日） 帯広市 帯広東急イン 12：00開始

2012年 9月　8日（土） 青森市 青森県観光物産館アスパム 12：00開始

2012年 9月　9日（日） 函館市 ロワジールホテル函館 11：00開始

2012年 9月 22日（土） 釧路市 釧路東急イン 11：00開始

 ご予約は011-386-8111（入試課）まで

オープンキャンパス ミニオープンキャンパス2012
年　度

■【要予約】

道内主要都市からの無料送迎バス（全９ルート）
上川方面 【名寄】－【士別】－【旭川】－ガクイン

空知方面 【留萌】－【深川】－【滝川】－【岩見沢】－ガクイン

後志方面 【岩内】－【倶知安】－【小樽】－【手稲】－ガクイン

日高方面 【浦河】－【静内】－【苫小牧】－【千歳】－ガクイン

胆振方面 【伊達】－【東室蘭】－【恵庭】－ガクイン

十勝方面 【帯広】－【芽室】－【十勝清水】－ガクイン

渡島方面 【函館】－【森】－【八雲】－ガクイン

北見方面 【北見】－【遠軽】－ガクイン

釧路方面 【釧路】－【白糠】－ガクイン

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

オープンキャンパス ミニオープンキャンパスオープンキャンパス ミニオープンキャンパス

５年目に
 突入

！
５年目に
 突入

！

弓道部がアルキタのＣＭに出演！弓道部がアルキタのＣＭに出演！

学
業
特
待
奨
励
金
制
度
を
導
入
し
て

平
成
二
十
四
年
度 

入
学
式

「
さ
っ
ぽ
ろ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
開
講

（1） 第112号 札幌学院大学学園広報 2012年（平成24年）6月20日



教
職
員
人
事

◎
任
命

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
長

　

井
手　

正
吾

大
学
院
地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
長

　

渡
邊　

和
夫

法
学
部
長

　

清
水　

敏
行

社
会
情
報
学
部
長

　

森
田　
　

彦

教
務
部
長

　

内
田　
　

司

就
職
部
長

　

河
西　

邦
人

広
報
入
試
部
長

　

中
村　

敦
志

学
生
部
長

　

湯
本　
　

誠

総
合
研
究
所
長

　

臼
杵　
　

勲

経
営
学
部
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

学
科
長
兼
商
学
部
商
学
科
長

　

玉
山　

和
夫

経
済
学
部
経
済
学
科
長

　

片
山　

一
義

法
学
部
法
律
学
科
長

　

西
尾　

敬
義

人
文
学
部
人
間
科
学
科
長

　

松
川　

敏
道

人
文
学
部
臨
床
心
理
学
科
長

　

森　
　

直
久

人
文
学
部
こ
ど
も
発
達
学
科
長

　

渡
邉　

知
樹

社
会
情
報
学
部
社
会
情
報
学
科

長
兼
社
会
情
報
学
部
教
務
委
員

長
　

小
内　

純
子

経
営
学
部
教
務
委
員
長

　

光
武　
　

幸

法
学
部
教
務
委
員
長

　

嶋
田　

佳
広

人
文
学
部
教
務
委
員
長　
　
　

　

舛
田　

弘
子

◎
昇
任

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

教
授

　

碓
井　

和
弘

教
授

　

北
田　

雅
子

◎
所
属
変
更

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

社
会
情
報
学
部
講
師

　

イ
デ 

リ
チ
ャ
ー
ド 

Ｄ
．

社
会
情
報
学
部
講
師

　

向　
　

裕
加

◎
採
用

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

井
上　
　

仁

経
済
学
部
経
済
学
科
准
教
授

土
居　

直
史

経
済
学
部
経
済
学
科
講
師

杉
山　

四
郎

人
文
学
部
人
間
科
学
科
教
授

中
村　

眞
紀

総
務
部
総
務
課
付

武
田　

鉄
男

キ
ャ
リ
ア
支
援
課

◎
退
職

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

付

河
内
美
智
子
（
経
済
学
部
経
済

学
科
講
師
）

北
村　
　

紘
（
経
済
学
部
経
済

学
科
准
教
授
）

倉
田　
　

稔
（
経
済
学
部
経
済

学
科
教
授
）

林　

眞
紀
世
（
法
学
部
法
律
学

科
准
教
授
）

洞
澤　

秀
雄
（
法
学
部
法
律
学

科
准
教
授
）

小
原　

克
嘉
（
人
文
学
部
人
間

科
学
科
教
授
）

ラ
イ
ア
ン
．
Ｊ
．
Ｐ
（
人
文
学

部
英
語
英
米
文
学
科
講
師
）

安
岡　
　

譽
（
人
文
学
部
臨
床

心
理
学
科
教
授
）　

井
上　

芳
保
（
社
会
情
報
学
部

社
会
情
報
学
科
教
授
）

高
橋　
　

徹
（
社
会
情
報
学
部

社
会
情
報
学
科
教
授
）

幸
田　

泰
二
（
教
務
部
教
務
課
）

富
井　

清
美
（
学
生
課
）

佐
藤　

光
晴
（
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
）

吉
田　

一
弘
（
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
）

　

学
生
一
人
ひ
と
り
の
修
学
状

況
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

本
学
の
指
導
教
員
が
保
護
者
の

皆
さ
ま
と
面
談
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
会
で
は
本
学
の
教
育
と

最
近
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
も

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
金
等
に
つ
い
て
は

相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
、
個
別
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
以
下
の

と
お
り
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

◎ 

帯
広　

七
月
七
日
（
土
）

　

帯
広
東
急
イ
ン

◎ 

釧
路　

七
月
八
日
（
日
）

　

釧
路
東
急
イ
ン

◎ 

苫
小
牧　

九
月
八
日
（
土
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子

◎ 

函
館　

九
月
九
日
（
日
）

　

ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
函
館

◎ 

札
幌　

十
月
二
十
日
（
土
）

札
幌
学
院
大
学

　

新
緑
の
風
薫
る
五
月
十
九

日
、
本
学
後
援
会
の
春
季
役
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

に
先
立
ち
、
希
望
者
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
図
書
館
や
就
職
情
報
セ
ン

タ
ー
な
ど
主
な
施
設
の
見
学
を

通
し
て
学
生
生
活
の
一
端
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
新
評
議
員
の
就
任
報

告
に
続
き
、
①
理
事
及
び
監
事

の
選
任
②
会
長
及
び
副
会
長
の

選
任
③
平
成
二
十
三
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
④
平
成
二
十
四

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
⑤
特

別
会
計
の
一
本
化
の
五
議
案
が

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
第
二
号
で
は
、
井
上
会
長
と

佐
藤
副
会
長
が
再
任
さ
れ
、
新

た
に
内
田
教
務
部
長
が
副
会
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
「
後
援
会
報
」
第
三

九
号
に
掲
載
予
定
で
す
。
会
議

終
了
後
、
昼
食
会
が
催
さ
れ
、

来
賓
の
藤
田
理
事
長
・
奥
谷
学

長
か
ら
後
援
会
に
対
す
る
謝
意

と
学
園
の
近
況
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
新
旧
役
員
の

ご
紹
介
が
あ
り
、
和
や
か
な
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
り
後
援
会
役
員
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
十
四
日
、
本
学
五
学
部

の
学
生
自
治
会
（
人
文
学
部
・

法
学
部
・
経
済
学
部
・
社
会
情

報
学
部
・
経
営
学
部
）
代
表
は
、

自
治
会
活
動
を
通
し
て
集
め
ら

れ
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援

金
（
五
学
部
総
額1,247,985

円
）
を
江
別
市
役
所
内
の
日
本

赤
十
字
社
江
別
地
区
事
務
局
へ

届
け
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
「
震
災
で
は
本

学
の
学
生
も
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
東
北
地
方
か
ら
来
て
い

る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
五
学

部
の
学
生
自
治
会
は
、
と
も
に

学
ぶ
仲
間
と
し
て
苦
し
い
と
き

に
助
け
合
い
た
い
と
考
え
、
被

災
地
に
住
む
学
生
、
地
域
の
復

興
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と

機
会
が
あ
る
ご
と
に
義
援
金
の

募
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
」
と

伝
え
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
も

「
学
生
一
人
一
人
か
ら
の
気
持

ち
を
大
事
に
お
預
か
り
し
ま

す
」
と
感
謝
の
意
を
学
生
た
ち

に
告
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
各
学

部
の
自
治
会
で
の
活
動
を
報
告

し
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
学
生
自
治
会
は
諸

活
動
を
通
し
て
義
援
金
の
募
集

活
動
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

学
生
自
治
会
が

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
江
別
日
本
赤
十
字
社
へ

2013年度

大学院

一期入試

出 願 期 間 平成24年  9月14日（金）～9月28日（金） 〔必着〕

試 験 日 平成24年10月13日（土） 法学研究科（一般・社会人）

   臨床心理学研究科（一般筆記・社会人） 

 平成24年10月14日（日） 臨床心理学研究科（一般面接）

   地域社会マネジメント研究科（一般・社会人）

合格発表日 平成24年10月25日（木） 10：00

 ※本学及び社会連携センターにて掲示

入学資格審査出願期間　平成24年6月29日（金）～7月 5日（木） 〔必着〕

入学資格審査口述試験　平成24年7月  7日（土） 13：00～

保
護
者
懇
談
会
の
ご
案
内

春
季
役
員
会
の
開
催

―

と
も
に
学
ぶ
学
生
達
の
た
め
、
地
域
の
復
興
を
祈
っ
て―

昨年の全体会の様子（本学）

昨年の個別相談の様子（仙台）

平
成
二
十
四
年
度

札
幌
学
院
大
学
後
援
会

春
季
役
員
会
の
開
催

札
幌
学
院
大
学
後
援
会

保
護
者
懇
談
会
の
ご
案
内

平
成
二
十
四
年
度

　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五

日
開
催
の
第
一
九
五
回
理
事
会

で
、
現
在
の
太
田
・
菅
原
常
務

理
事
の
ほ
か
に
左
記
の
一
名
が

常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
務
理
事
・
事
務
局
長

　

小
柴　

寛
芳

（
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一

日
就
任
）

常
務
理
事
の
選
任

　2012 年 5 月 25 日に開催された第 195 回理事会において学校法人札幌学院大学の 2011（平成
23）年度決算並びに 2012（平成 24）年度補正予算が承認されました。
　
【2011年度決算の概要】
　2011 年度帰属収入の決算額は予算額に対して 1億 1,770 万円増、基本金組入額は予算額に対
して 150 万円増となりました。それに対して消費支出の決算額は予算額に対して 9,870 万円の減
となりました。その結果、当初予算額では 1億 4,990 万円の支出超過を見込んでいましたが、決
算額では 6,500 万円の収入超過となりました。 （金額は 10 万円未満を四捨五入しています。）
《消費収支計算書》
　学生生徒納付金は、当初予算で試算した入学生数及び在学生数を厳しく積算したところ、そ
の予想よりやや増えた結果 4,520 万円の増となりました。寄付金は、学生父母や卒業生の皆様を
中心にいただいた一般寄付はじめ、機器備品・図書等の現物寄贈、特別寄付を含め 41,200 万円
にのぼる寄付をいただいた結果、予算を 120 万円上回ることとなりました。　
　補助金は、経常費補助金のほか、文部科学省採択制の私立大学等施設整備費補助金にて『教
育研究ネットワークシステムの充実』で 1,300 万円、以前からの継続事業として大学教育充実の
ための戦略的大学連携支援プログラム分 900 万円の収入があった結果、予算を 210 万円上回り
ました。
　資産運用は、資産運用規程に基づき適正かつ安全で効率的な運用を心がけた結果、今年度は
国債や地方債など債券金利の低下が著しかったため債券での運用ではなく、銀行等の定期預金
を中心とした運用を行いました。なお、今年度もリスクが高い仕組み債や外貨建て債券ならび
に株式への投資やデリバティブ取引は行っておりません。
  人件費は、教職員の手当単価の見直しや業務改善による超過勤務時間の減少等の結果、予算よ
り 4,070 万円の支出が減少しました。教育・管理経費は予算に対して 4,490 万円減少しました。
これは、委託契約による清掃業務や警備業務などの発注を競争入札とし、より踏み込んだ経費
の節減を図るなど、予算執行段階での入念な金額検討による経費節減努力の結果によるもので
す。
《資金収支計算書》
　雑収入は割愛など退職者が増えたことによる退職金財団交付金が増えたことから、予算に対
して 5,180 万円の増となりました。
　資産運用支出では、国際交流基金と奨学基金のための第三号引当特定資産への繰入などを行
いました。次年度繰越支払資金は予算に対して4億1,960万円増の10億6,320万円となりました。
《貸借対照表》
　固定資産（土地・建物・機器備品・特定資産他）と流動資産（現金・未収入金他）の資産の
部合計は、前年度末と比べて 1億 4,830 万円の増、固定負債（退職給与引当金他）と流動負債（前
受金・未払金他）の負債の部合計は、前年度末と比べて 1億 6,710 万円の減でした。資産の部合
計から負債の部合計を差し引いた「正味財産」は、284 億 9,390 万円で、前年度より 3億 1,540
万円増加しました。

【2012年度予算の概要】
　帰属収入は前年度予算より 2億 1,670 万円減の 42 億 4,880 万円を計上し、そこから奨学基金
等に組み入れる基本金 1億 8,510 万円を差し引いた消費収入合計は 40 億 6,370 万円となる見込
みです。また、消費支出合計は 42 億 4,320 万円となる見込みで、当年度の消費支出超過額は 1
億 7,950 万円となります。この結果、翌年度繰越消費収入超過額は 5億 3,600 万円となる見込み
です。
○主な重点政策事項
　新校舎建設（第２号基本金）計画の具体化と実施
　 奨学基金（第３号基本金）への組入れと経済援助奨学金（給付）の拡充、及び自宅外生生活
援助金の継続給付

　学業特待奨励金制度のさらなる有効活用
　教学改革と大学再編へ向けた具体策の策定
　首都圏企業採用試験旅費支給制度のさらなる有効活用
　『講義＆グループワーク』の設置及び学生参加型の授業改善方式の検討
○経常的事業
　教育の基盤整備と充実／研究の促進／教育研究を支える図書・資料の整備
　情報化社会に即応した機器整備とサポート
　学生生活の活性化と福利厚生の充実
　国際交流の推進
　地域社会との連携
　広報活動・学生募集活動の推進

（単位：千円）

2011年度予算 2011年度決算 差　異 2012年度予算

帰

属

収

入

学生生徒等納付金 3,533,200 3,578,361 △ 45,161 3,304,400

手 数 料 44,200 42,793 1,407 38,200

寄 付 金 40,000 41,243 △ 1,243 41,300

補 助 金 451,700 453,811 △ 2,111 408,800

（内国庫補助金） （451,400） （453,491）（△ 2,091） （408,500）

資 産 運 用 収 入 245,100 274,862 △ 29,762 268,100

資 産 売 却 差 額 15,000 0 15,000 5,000

事 業 収 入 8,100 12,124 △ 4,024 9,300

雑 収 入 128,200 180,005 △ 51,805 173,700

帰 属 収 入 合 計 4,465,500 4,583,199 △ 117,699 4,248,800

基本金組入額合計 △ 248,900 △ 250,431 1,531 △ 185,100

消費収入の部　合計（ア） 4,216,600 4,332,768 △ 116,168 4,063,700

消

費

支

出

人 件 費 2,670,800 2,630,052 40,748 2,666,500

（内退職給与引当
金 繰 入 額 ）

（85,300） （84,311） （989） （140,700）

教 育 研 究 経 費 1,318,900 1,262,777 56,123 1,196,800

（内減価償却額） （388,300） （371,920） （16,380） （308,000）

管 理 経 費 354,500 365,687 △ 11,187 317,200

（内減価償却額） （43,500） （45,033）（△ 1,533） （40,600）

資 産 処 分 差 額 9,000 7,858 1,142 50,000

徴収不能引当金繰入額 0 1,402 △ 1,402 0

予 備 費 13,300 0 13,300 12,700

消費支出の部　合計（イ） 4,366,500 4,267,776 98,724 4,243,200

消費収入超過額
または消費支出超過額

（ア－イ）
△ 149,900 64,992 △ 179,500

翌年度繰越消費収入
超過額

500,659 715,551 536,051

消費収支計算書 資金収支計算書

（単位：千円）

2011年度予算 2011年度決算 差　異 2012年度予算

収

入

の

部

学生生徒等納付金収入 3,533,200 3,578,361 △ 45,161 3,304,400

手 数 料 収 入 44,200 42,793 1,407 38,200

寄 付 金 収 入 36,300 36,527 △ 227 36,800

補 助 金 収 入 451,700 453,811 △ 2,111 408,800

資 産 運 用 収 入 245,100 274,862 △ 29,762 268,100

資 産 売 却 収 入 480,000 0 480,000 280,000

事 業 収 入 8,100 12,124 △ 4,024 9,300

雑 収 入 128,200 180,005 △ 51,805 173,700

前 受 金 収 入 594,100 483,590 110,510 484,700

そ の 他 の 収 入 1,923,000 1,998,104 △ 75,104 2,439,800

資金収入調整勘定 △ 672,016 △ 707,832 35,816 △ 611,890

前年度繰越支払資金 804,077 804,077 0 1,063,216

収 入 の 部 合 計 7,575,961 7,156,422 419,539 7,895,126

支

出

の

部

人 件 費 支 出 2,663,600 2,671,364 △ 7,764 2,653,000

教育研究経費支出 930,600 890,857 39,743 888,800

管 理 経 費 支 出 311,000 320,654 △ 9,654 276,600

施 設 関 係 支 出 35,200 35,350 △ 150 18,800

設 備 関 係 支 出 219,200 186,685 32,515 100,885

資 産 運 用 支 出 2,748,100 1,949,581 798,519 2,725,500

そ の 他 の 支 出 74,900 98,758 △ 23,858 81,500

予 備 費 13,300 0 13,300 12,700

資金支出調整勘定 △ 63,600 △ 60,043 △ 3,557 △ 59,000

次年度繰越支払資金 643,661 1,063,216 △ 419,555 1,196,341

支 出 の 部 合 計 7,575,961 7,156,422 419,539 7,895,126

資産の部 （単位：千円）

本 年 度 末
2012年3月31日

前 年 度 末
2011年3月31日

増　　減

固 定 資 産 　 21,615,109 21,649,757 △ 34,648

有 形 固 定 資 産 11,623,480 11,821,458 △ 197,978

その他の固定資産 9,991,629 9,828,299 163,330

流 動 資 産 　 8,702,344 8,519,406 182,938

資 産 の 部 合 計 30,317,453 30,169,163 148,290

貸借対照表

負債の部 （単位：千円）

固 定 負 債 1,211,817 1,253,129 △ 41,312

流 動 負 債 611,716 737,537 △ 125,821

小　　　　　　 計 1,823,533 1,990,666 △ 167,133

基本金及び消費収支差額の部 （単位：千円）

基 本 金 27,778,369 27,527,938 250,431

消 費 収 支 差 額 715,551 650,559 64,992

小　　　　　　 計 28,493,920 28,178,497 315,423

負債の部・基本金及び
消費収支差額の部合計

30,317,453 30,169,163 148,290

2011年度決算ならびに2012年度予算

（2）第112号札幌学院大学学園広報2012年（平成24年）6月20日



二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

一
週
間
の
日
程
で
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
建
国
大
学
の
サ
ポ
ー

ト
学
生
か
ら
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
韓
国
の
自
然
と
文
化
を
体

験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

中
で
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

の
が
漢
江
で
ク
ル
ー
ザ
ー
に

乗
っ
た
こ
と
と
、
韓
国
の
伝
統

文
化
に
多
数
触
れ
る
こ
と
が
出

来
た
全
州
へ
の
一
泊
二
日
旅
行

で
す
。
日
本
で
学
ん
だ
韓
国
語

と
日
本
語
を
混
ぜ
な
が
ら
、
夜

遅
く
ま
で
語
り
合
い
み
ん
な
と

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一
週
間
で

し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中

に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

韓
国
で
は
、
自
分
よ
り
目
上
の

人
を
と
て
も
敬
う
気
遣
い
が

様
々
な
生
活
場
面
で
あ
る
こ
と

で
す
。
韓
国
の
人
々
が
と
て
も

大
切
に
し
て
い
る
態
度
に
つ
い

て
深
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
も
国
際
交
流
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
自
分
の
視
野
を

よ
り
広
く
持
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
時
に
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
を
初
め
て
見
た
時
か
ら
憧

れ
続
け
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
。
ハ

リ
ー
が
そ
の
ま
ま
出
て
き
そ
う

な
歴
史
的
な
建
物
や
街
並
み
、

　

こ
れ
ま
で
本
学
へ
来
た
韓
国

か
ら
の
留
学
生
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
の
積
極
性
に
刺
激
を
受

け
、
今
回
自
分
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
十
月

優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

下
で
の
一
ヶ
月
の
留
学
体
験

は
、
異
文
化
生
活
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
意
味
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

エ
ク
セ
タ
ー
大
学
で
は
、
午

前
、
午
後
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
の
下
で
世
界
中
の
学
生
た
ち

と
映
画
、
ド
ラ
マ
、
音
楽
な
ど

を
題
材
と
し
て
の
英
語
づ
く
し

の
授
業
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て

授
業
が
終
わ
れ
ば
夜
は
ク
ラ
ス

の
仲
間
と
パ
ブ
に
出
か
け
、
こ

こ
で
も
ま
た
英
語
で
日
本
の
こ

と
を
紹
介
し
た
り
、
週
末
に
は

ス
ク
ー
ル
ト
リ
ッ
プ
も
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
友
人
と
田
園
や
湖

水
が
美
し
い
ト
ー
キ
ー
や
コ
ッ

ツ
ウ
ォ
ル
ズ
に
も
出
か
け
、
現

地
の
心
優
し
い
タ
ク
シ
ー
運
転

手
の
方
の
お
か
げ
も
あ
り
最
高

の
旅
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
て
私
は
英

語
文
化
を
も
っ
と
深
く
学
び
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
し
、
本
学
の
イ
ギ
リ
ス
関

連
科
目
の
理
解
も
深
ま
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
新
し
い
世
界
が
そ
こ
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

に
な
る
の
で
不
思
議
で
す
。

本
学
の
英
語
英
米
文
学
科
に

入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で

す
か
。

　

留
学
し
た
こ
と
で
、
日
常
会

話
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
良

か
っ
た
こ
と
は
英
文
科
の
仲
間

と
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
英
語

英
米
文
学
科
は
み
ん
な
仲
が
良

く
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た

り
、
冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
に
行
っ
た
り
と
、
い
ろ

い
ろ
な
所
に
行
き
４
年
間
の
学

生
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
今

で
も
英
文
科
の
友
達
と
は
よ
く

会
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
先
輩
と
し
て
在
学
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ

を
め
ぐ
ら
し
興
味
を
も
ち
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
で
後
に
役
に
立
つ
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
抽
象

的
で
す
が
…
。

往
復
の
チ
ケ
ッ
ト
だ
け
と
り
、

自
由
気
ま
ま
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

ま
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

構
え
ず
に
外
国
人
と
会
話
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
は

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
主
張
す

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本

人
は
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て

も
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
り
、
言

い
方
が
弱
か
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
…
自
分
の
意
見
を
し
っ
か

り
持
ち
臆
せ
ず
発
言
す
る
事
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
な
か

な
か
出
来
な
い
で
い
る
事
で
す

が
（
笑
）

　

彼
ら
は
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
ど
ん
な
時
で
も
前
向
き
で
あ

る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
広
々
と
し

た
荒
野
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、

小
さ
な
こ
と
で
考
え
込
ん
だ

り
、
落
ち
込
ん
で
い
た
り
す
る

こ
と
が
つ
ま
ら
な
く
感
じ
ま

す
。
ど
ん
な
時
で
も
プ
ラ
ス
思

考
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

卒業生この人―

あらゆることにアンテナを
めぐらし興味をもとう
遠 藤　 昴

のぼる

 さん

（2008年3月

人文学部英語英米文学科卒業）

生
時
代
か
ら
テ
レ
ビ
業
界
に
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
昨

年
Ｔ
Ｖ
ｈ
の
社
員
募
集
を
知
り
、

是
非
テ
レ
ビ
業
界
の
仕
事
を
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
本
学
の
海
外
留
学

制
度
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

行
っ
た
そ
う
で
す
が
、
行
っ
た

後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た

か
。

　

半
年
近
く
留
学
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
常
会
話

は
あ
る
程
度
話
せ
る
よ
う
に
な

り
、
留
学
後
は
一
人
で
海
外
を

ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

事
前
に
ホ
テ
ル
を
予
約
せ
ず
、

放
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
（
笑
）

大
手
旅
行
代
理
店
か
ら
転
職
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
き
っ
か
け
は

ど
ん
な
事
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　

旅
行
会
社
の
仕
事
も
楽
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
も
と
も
と
学

　

二
〇
〇
八
年
三
月
に
英
語
英

米
文
学
科
を
卒
業
し
た
遠
藤　

昴
さ
ん
。
大
手
旅
行
代
理
店
に

就
職
し
て
転
職
、
現
在
テ
レ
ビ

北
海
道
（
Ｔ
Ｖ
ｈ
）
の
営
業
部

で
活
躍
中
で
す
。

現
在
の
仕
事
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
事
で
す
か
。

　

日
々
、
広
告
会
社
や
広
告
主

を
ま
わ
り
、
Ｔ
Ｖ
ｈ
で
Ｃ
Ｍ
を

放
送
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

交
渉
を
行
う
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
札
幌
学
院
大
学

さ
ん
に
も
営
業
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
の
目
標
は
、
Ｔ
Ｖ
ｈ
で

札
幌
学
院
大
学
さ
ん
の
Ｃ
Ｍ
を

ラ
ス
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
一

般
講
座
は
「
今
だ
か
ら
こ
そ
、

人
の
学
び
に
は
人
情
が
必
要

だ
」
「
親
子
関
係
の
心
理
を
再

検
討
す
る
」
「
今
の
豊
か
さ
を

守
る
た
め
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」

「
新
時
代
の
起
業
力
を
養
う
」

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
と

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
時
代
」
「
発
達

障
害
な
ど
を
抱
え
る
人
た
ち
へ

の
支
援
に
つ
い
て
」
の
六
講
座

で
す
。
市
民
セ
ミ
ナ
ー
は
「
自

然
観

察
会
：
春
の
バ

ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
「
健
康
的
な

美
し
さ
を
目
指
す
・
ヨ
ガ
の
理

論
と
実
践
」
「
デ
ジ
タ
ル
一
眼

レ
フ
写
真
講
座
」「
初
夏
の
フ
ッ

ト
パ
ス
歩
き
を
楽
し
む
」
の
四

講
座
で
す
。

　

後
期
の
講
座
は
十
月
開
始
で

す
。
詳
し
く
は
、
八
月
下
旬
に

後
期
講
座
向
け
に
更
新
さ
れ

る
、
札
幌
学
院
大
学
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sgu.ac.jp/

rcc/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　

七
月
十
八
日
（
水
）    

開
演　

午
後
六
時
三
十
分

● 

会
場　

札
幌
市
教
育
文
化
会

館　

大
ホ
ー
ル

● 

講
演　

『
北
海
道
方
言
の
引

き
算
』
佐
々
木
冠
（
経
営
学

部
教
授
）　

● 

音
楽　

『
大
平
ま
ゆ
み　

恋

す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
』

　

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

大
平
ま
ゆ

み
（
札
幌
交
響
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
／
ピ
ア

ノ　

森
吉
亮
江
（
も
り
よ
し

ふ
さ
え
）

《
曲
目
》
エ
ル
ガ
ー
／
愛
の
挨

拶　

バ
ッ
ハ
／
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
た
め
の
パ
ル
テ
ィ
ー

タ
第
３
番
よ
り
「
ガ
ボ
ッ
ト
」

ほ
か

● 

日
時　

八
月
三
十
日
（
木
）

開
演　

午
後
六
時
三
十
分

● 

会
場　

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

● 

講
演

　

 『
今
だ
か

ら

こ

そ
、

教
育
に
は

人
情
が
必

要
だ
』

　

渡
邉
知
樹

　

（
人
文
学
部
教
授
）

● 

音
楽　

『
大
平
ま
ゆ
み　

恋

す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
』

　

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

大
平
ま
ゆ

み
（
札
幌
交
響
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
／
ピ
ア

ノ　

森
吉
亮
江
（
も
り
よ
し

ふ
さ
え
）

《
曲
目
》
エ
ル
ガ
ー
／
愛
の
挨

拶　

バ
ッ
ハ
／
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
た
め
の
パ
ル
テ
ィ
ー

タ
第
３
番
よ
り
「
ガ
ボ
ッ
ト
」

ほ
か

■
お
問
合
せ　

総
合
政
策
部
広

報
課
（
〇
一
一
―
三
八
六
―
八

一
一
一
）

　

（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
か
ら
ま
で
の
報
告
）

　
　
　
　
　

敬
称
略
・
順
不
同

角
田
み
よ
子　
　

佐
藤　

達
哉

新
保　

和
昭　
　

中
本　

昌
伸

野
澤　
　

亮　
　

蓮
池　
　

穰

濱
津
和
三
郎　
　

平
山　

貴
雄

　

本
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

（
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
）

で
は
、
五
月
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座
を
開
催
、

七
二
〇
名
の
市
民
の
方
々
が
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
に
改
正
さ
れ
た

教
育
基
本
法
で
は
、
そ
の
第
三

条
に
は
じ
め
て
「
生
涯
学
習
の

理
念
」
と
い
う
見
出
し
の
条
文

が
設
け
ら
れ
、
大
学
開
放
が
一

層
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で

は
、
教
育
・
研
究
に
次
ぐ
第
三

の
使
命
と
し
て
早
く
か
ら
生
涯

学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
札
幌
に
拠
点
を
設
け
、
大

学
ら
し
さ
を
堅
持
し
な
が
ら
、

か
つ
親
し
み
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
講
座
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

を
続
け
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
も
そ
の
一
つ

で
、
本
年
で
十
三
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
前
期
講
座

は
、
一
般
講
座
六
講
座
、
市
民

セ
ミ
ナ
ー
四
講
座
、
英
会
話
五

ク
ラ
ス
、
ハ
ン
グ
ル
講
座
三
ク

　

私
は
札
幌
学
院
大
学
の
会
計

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
に
入
学
す

る
事
が
決
ま
っ
た
時
点
で
在
学

中
に
果
た
す
べ
き
目
標
を
決
め

ま
し
た
。
そ
れ
は
今
回
合
格
す

る
こ
と
が
出
来
た
日
商
簿
記
検

定
一
級
で
す
。
合
格
率
一
割
と

い
う
検
定
で
あ
り
、
二
年
生
の

秋
に
三
回
目
の
受
験
で
結
果
を

残
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
資
格
取
得
を
一
年
生
か

ら
で
も
出
来
る
就
職
活
動
だ
と

思
い
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

合
格
に
は
長
い
勉
強
時
間
を
か

け
な
け
れ
ば
い
け
ず
、
難
し
い

勉
強
に
嫌
気
が
さ
し
て
ば
か
り

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
中
で
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
ち
、
勉
強
を
続
け
ら
れ
た
の

は
共
に
勉
強
を
し
て
い
た
仲
間

や
理
解
で
き
な
い
部
分
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
先
生
の
お
か
げ

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
学
当
初
の
目
標
を
は
た
す

こ
と
が
出
来
た
今
は
専
門
学
校

に
通
い
、
い
わ
ゆ
る
Ｗ
ス
ク
ー

ル
と
い
う
形
で
社
会
人
の
方
々

と
一
緒
に
税
理
士
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。　

今
後
は
こ
の
資

格
を
活
か
し
、
会

計
事
務
所
に
勤

め
、
い
つ
の
日
か

必
ず
税
理
士
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が

私
の
夢
で
す
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ナ
ー
（
Ｆ
Ｐ
）
は
近
年
、
金

融
業
界
（
銀
行
・
保
険
・
不
動

産
な
ど
）
を
中
心
に
注
目
さ
れ

て
き
て
い
る
国
家
資
格
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
も
役
立
つ
た
め
人
気

が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｐ
の
合
格
率

は
三
十
％
前
後
で
、
合
格
ラ
イ

ン
も
六
十
％
以
上
の
点
数
な
の

で
比
較
的
合
格
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
二
級
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｐ
資
格
に
限
ら

ず
資
格
講
座
を
受
講
す
る
の
で

あ
れ
ば
三
級
よ
り
も
二
級
取
得

を
目
指
し
受
講
す
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

勉
強
方
法
は
、
テ
キ
ス
ト
を

何
度
も
読
む
の
で
は
な
く
、
テ

キ
ス
ト
は
辞
書
代
わ
り
に
使
う

事
、
試
験
問
題
は
毎
回
傾
向
が

似
て
い
る
の
で
、
学
校
指
定
の

問
題
集
と
は
別
の
過
去
問
を
購

入
し
三
、
四
往
復
勉
強
す
る
事
、

こ
の
二
つ
を
オ
ス
ス
メ
し
ま

す
。

　

私
が
Ｆ
Ｐ
を
取
得
し
た
き
っ

か
け
は
「
格
好
良
い
」
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
Ｆ
Ｐ

と
聞
い
て
少
し
で

も
興
味
を
持
っ
た

ら
、
又
は
金
融
業

界
に
興
味
が
あ
る

な
ら
受
講
し
て
み

る
と
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
生
涯
学
習
は
教
育
・
研
究
に
次
ぐ
第
３
の
使
命
」

活
躍
し
て
い
る
在
学
生
を
紹
介
し
ま
す
！

経
営
学
部
三
年

 

長
坂　

玄
太
さ
ん

２
０
１
２
年
度

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

経済学部

人文学部
（道民カレッジ
連携講座）

法学部
（道民カレッジ
連携講座）

テーマ 「北海道の金融と地域経済」

開催日時 9月28日（金）～1月25日（金）

 3講時　13時10分から14時40分まで

テーマ 「変貌する現代社会」

開催日時 8月20日（月）～8月24日（金）（5日間連続）

 2～4講時　10時50分から16時20分まで

 （12時20分から13時10分は昼休み）

テーマ 「多角的にみる韓国／朝鮮」

開催日時 9月26日（水）～1月23日（水）

 3講時　13時10分から14時40分まで

休日に大学の仲間と
ゴールドコーストへ

留学中ホームステイ先の方、
大学の仲間とキャンプ先にて

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座

募金のご協力に
深く感謝

申し上げます

★
日
本
商
工
会
議
所

　

簿
記
検
定

 

一
級
合
格
！

経
済
学
部
四
年

 

松
浦　

佑
樹
さ
ん

★
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　

プ
ラ
ン
ナ
ー

 

二
級
合
格
！

建
国
大
学
学
生
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て

　

法
律
学
科
二
年

 

大
原　

万
季
さ
ん

異
文
化
に
触
れ
る

視
野
が
広
が
る

憧
れ
の

イ
ギ
リ
ス
留
学
体
験

　

英
語
英
米
文
学
科
四
年

 

相
川　

未
希
さ
ん

の
お
知
ら
せ

学
術
講
演
会

市

民

講

座

第
三
十
六
回

学
術
講
演
会

│
講
演
と

 

音
楽
の
夕
べ
│

函　
　

館

市
民
講
座

│
講
演
と

 

音
楽
の
夕
べ
│

学術講演会パンフレット
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二
〇
一
二
年
二
月
四
日（
土
）

十
三
時
よ
り
、
本
学
Ｂ
１
０
１

教
室
に
お
い
て
、「
過
労
死
・

過
労
自
殺
の
国
際
比
較―

日
本

と
台
湾
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
不

名
誉
に
もkaroshi

と
い
う
国

際
語
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

日
本
の
労
働
現
場
の
荒
廃
を
象

徴
す
る
過
労
死
な
い
し
は
過
労

自
殺
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で

は
「
欧
米
で
は
あ
り
得
な
い
」、

日
本
特
有
の
も
の
だ
と
い
う
捉

え
方
を
超
え
て
、
同
じ
よ
う
な

現
象
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る

台
湾
の
現
状
と
日
本
と
を
比
較

し
、
今
後
の
課
題
を
探
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）。

　

当
日
は
、
日
本
側
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
北
海
学
園

大
学
経
済
学
部
所
属
で
労
働
経

済
が
ご
専
門
の
川
村
雅
則
先
生

か
ら
、
労
働
者
・
労
働
現
場
の

実
態
調
査
を
基
に
長
時
間
・
過

密
労
働
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
引
き
続
い
て
本
学
法

学
部
で
社
会
保
障
法
を
担
当
す

る
嶋
田
佳
広
先
生
か
ら
、
日
本

に
お
け
る
労
災
認
定
の
枠
組
み

と
現
状
が
諸
々
の
課
題
と
と
も

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
側

か
ら
は
、
政
治
大

学
法
学
部
の
林
良

栄
先
生（
労
働
法
）

お
よ
び
高
雄
大
学

法
学
部
の
簡
玉
聰

先
生
（
行
政
法
）

か
ら
、
台
湾
に
お

け
る
過
労
の
実
態

と
法
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
お
二
人
は
い
ず
れ

も
日
本
の
大
学
に
留
学
経
験
が

あ
り
、
流
暢
な
日
本
語
で
報
告

さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。
最
後
に
、
本
学
法
学
部
で

労
働
法
を
担
当
す
る
家
田
愛
子

先
生
が
、
労
災
に
関
わ
る
審
査

請
求
と
裁
判
の
意
義
に
触
れ
ま

し
た
。

　

後
半
の
質
疑
・
討
論
で
は
、

報
告
者
同
士
の
質
問
お
よ
び
フ

ロ
ア
か
ら
の
発
言
が
多
様
な
論

点
に
つ
い
て
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
台
湾
で
は
制
度

上
の
沿
革
も
あ
っ
て
日
本
ほ
ど

の
労
災
認
定
状
況
に
は
な
っ
て

い
な
い
こ
と
、
し
か
し
認
定
を

広
げ
る
努
力
が
近
年
積
み
重
ね

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
他
方
で
台

湾
人
の
気
質
か
ら
す
る
と
「
自

殺
し
て
お
金
が
も
ら
え
る
」
と

な
る
と
自
殺
を
招
き
か
ね
ず
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
だ
と
の
こ
と
、

こ
う
し
た
事
情
と
比
較
し
て
も

日
本
の
労
働
の
あ
り
方
が
集
団

へ
の
同
調
圧
力
が
昂
じ
て
非
人

間
的
な
働
き
方
の
温
床
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
論
点
が
深

ま
り
ま
し
た
。
国
際
的
・
学
際

的
な
研
究
の
良
さ
が
随
所
に
現

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
本
学
総
合
研
究
所
に
お
け

る
研
究
活
動
活
性
化
事
業
の
支

援
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
労
を
執
っ
て
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
記
）

　

文
泉
会
主
催
に
よ
る
、
平
成

二
十
三
年
度
課
外
活
動
優
秀
団

体
・
個
人
奨
励
賞
の
贈
呈
式
が

一
月
二
十
七
日
（
金
）、
札
幌

学
院
大
学
Ｇ
館
会
議
室
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
本
学
の
同
窓
会
組

織
で
あ
る
文
泉
会
よ
り
、
今
年

度
・
ま
た
継
続
し
て
課
外
活
動

で
優
秀
な
活
動
を
さ
れ
た
団

体
・
個
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

佐
藤
政
隆
会
長
よ
り
体
育
系
と

文
化
系
の
団
体
・
個
人
、
併
せ

て
五
団
体
四
個
人
に
表
彰
状
と

副
賞
が
贈
ら
れ
、
今
年
度
の
活

躍
を
賞
賛
頂
き
ま
し
た
。

【
体
育
系
・
団
体
】

●
卓
球
部　

主
将　

畠
中
公
平

さ
ん
（
社
会
情
報
学
部
三
年
）

　

春
季
全
道
学
生
選
手
権 

（
四

月
・
砂
川
）
で
は
男
子
二
部
団

体
二
位
で
し
た
が
、
秋
季
全
道

学
生
卓
球
選
手
権
大
会
（
十
一

月
・
砂
川
）
に
お
い
て
、
二
部

男
子
団
体
一
位
。
入
替
戦
に

よ
っ
て
北
海
道
大
学
を
下
し
、

来
年
度
の
一
部
昇
格
が
決
定
し

ま
し
た
。
個
人
戦
で
も
シ
ン
グ

ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
ベ
ス

ト
八
に
入
る
成
績
を
収
め
る

等
、
地
道
な
活
動
の
結
果
が
表

れ
て
お
り
、
今
後
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

●
ラ
グ
ビ
ー
部　

主
将　

箱
崎

陽
太
さ
ん
（
社
会
情
報
学
部
三

年
）

　

部
員
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も

北
翔
大
学
と
合
同
で
チ
ー
ム
を

組
み
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。部
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
、

〜one for all, all for one

〜

（
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
）
を

部
員
皆
で
共
有
し
、
第
四
十
一

回
北
海
道
地
区
大
学
選
手
権
大

会
（
九
月
・
道
内
各
地
）
に
お

い
て
二
部
リ
ー
グ
優
勝
。
入
替

戦
に
よ
り
酪
農
学
園
大
学
を
下

し
、
一
部
昇
格
を
勝
ち
得
ま
し

た
。
十
三
年
ぶ
り
の
一
部
昇
格

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル　

主

将　

本
間　

有
一
さ
ん
（
人
文

学
部
二
年
）

　

夏
・
冬
問
わ
ず
道
内
の
山
々

へ
出
か
け
、
登
山
や
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、

部
員
が
少
な
い
な
が
ら
も
、
Ｏ

Ｂ
や
酪
農
学
園
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
員
と
共
に

計
画
を
立
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
大
学
祭
で
は
露

店
「
山
親
爺
」
を
出
店
し
、
焼

き
鳥
・
山
賊
焼
き
な
ど
を
販
売
。

味
に
は
定
評
が
あ
り
、
地
域
の

方
々
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

【
文
化
系
・
団
体
】

●
文
芸
部　

会
計
担
当　

米
田

貴
大
さ
ん
（
人
文
学
部
二
年
）

　

年
四
回
（
五
月
・
七
月
・
十

一
月
・
十
二
月
）
発
行
し
て
い

る
「Free Parking

」
は
、
原

稿
は
も
ち
ろ
ん
、
製
本
作
業
ま

で
全
て
を
部
員
で
行
い
、
現
在

九
十
三
号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
執
筆
活
動
中
は
合
宿
を

行
う
な
ど
、
毎
年
継
続
し
た
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
意
欲
的
に

創
作
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

●
会
計
学
研
究
会　
　

長
坂
玄

太
さ
ん
（
経
営
学
部
二
年
）

　

二
〇
一
〇
年
度
の
創
部
以

来
、
上
位
の
簿
記
検
定
資
格
取

得
・
簿
記
大
会
入
賞
を
目
指
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨

年
は
準
優
勝
だ
っ
た
、
大
原
簿

記
専
門
学
校
主
催
の
第
六
回
北

海
道
簿
記
大
会
（
十
一
月
・
札

幌
）
一
級
の
部
に
お
い
て
、
今

年
は
団
体
戦
一
位
・
二
位
・
三

位
を
独
占
。
個
人
戦
で
も
一
級

の
部
・
三
級
の
部
に
お
い
て
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
体
育
系
・
個
人
】

●
中
尾
豊
さ
ん　

新
極
真
会
空

手
道
部
（
法
学
部
二
年
）

　

日
本
代
表
二
名
の
う
ち
の
ひ

と
り
と
し
て
選
出
さ
れ
た
ス
イ

ス
オ
ー
プ
ン
（
六
月
・
ス
イ
ス
）

で
は
、
軽
重
量
級
九
十
㎏
で
三

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
又

十
一
月
に
は
、
日
本
格
闘
競
技

連
盟
（JM

A
GA

）
主
催
の
合

同
強
化
合
宿
へ
も
推
薦
さ
れ
参

加
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
地
区

を
代
表
す
る
ユ
ー
ス
選
手
と
し

て
も
名
前
が
上
が
る
等
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
。

●
相
川
未
希
さ
ん　

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部　

女
子
主
将
（
人
文

学
部
三
年
）

　

昨
年
秋
か
ら
主
将
を
担
い
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
を
ま
と

め
あ
げ
る
。
第
四
十
四
回
大
滝

杯
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
大
会
（
五

月
・
札
幌
）
で
は
三
部
優
勝
し
、

ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
賞
受
賞
。
ま

た
入
替
戦
に
も
勝
利
し
、
二
部

へ
昇
格
し
ま
し
た
。

●
藤
山
智
史
さ
ん　

陸
上
競
技

部 

（
人
文
学
部
四
年
）

　

二
年
生
か
ら
全
日
本
大
学
駅

伝
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し

て
、
通
算
二
十
回
出
場
の
大
き

な
原
動
力
と
な
り
、
三
年
生
か

ら
は
、
出
雲
駅
伝
の
北
海
道
選

抜
選
手
と
し
て
も
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。
全
日
本
大
学
駅
伝
で

は
、
三
回
の
出
場
、
す
べ
て
十

位
代
の
成
績
を
収
め
、
特
に
今

年
の
第
四
十
三
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
（
十
一
月
・

名
古
屋
〜
伊
勢
）
に
お
い
て
一

区
を
力
走
、
駅
伝
常
連
校
に
並

ぶ
十
五
位
の
位
置
に
つ
け
タ
ス

キ
を
渡
し
ま
し
た
。

【
文
化
系
・
個
人
】

●
高
木
明
歩
さ
ん　

吹
奏
楽
団

代
表
（
人
文
学
部
二
年
）

　

昨
年
度
冬
か
ら
団
長
を
引
き

継
ぎ
、
中
堅
学
年
が
不
在
の
中

で
現
在
二
十
九
名
の
団
員
を

引
っ
張
る
。
入
学
式
・
学
位
記

授
与
式
な
ど
の
大
学
行
事
か

ら
、
野
球
部
の
応
援
や
文
泉
会

江
別
支
部
の
忘
年
会
で
の
出
張

演
奏
、
ま
た
病
院
で
の
訪
問
演

奏
等
、
様
々
な
場
面
で
彩
り
を

添
え
る
。

※
（　

）
の
学
年
・
役
職
は
贈

呈
式
当
時
の
も
の
で
す
。

　

経
営
学
部
で
域
学
連
携
事
業

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

地
域
の
企
業
、
商
店
街
、
自
治

体
、
地
域
お
こ
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
連
携
し
て
、
学
生
の
学

び
の
場
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。
人
口
十
二
万

人
程
の
江
別
市
に
は
、
本
学
を

含
め
て
特
色
を
異
に
す
る
四
つ

の
大
学
が
あ
る
。異
な
る
大
学
、

学
部
、
学
年
の
学
生
が
集
ま
る

学
び
の
場
を
創
る
こ
と
は
、
大

き
な
教
育
効
果
を
も
た
ら
す
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
江
別
市
経
済
部
、

北
海
道
経
済
産
業
局
、
野
幌
商

店
街
振
興
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

え
べ
つ
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
企
業
（
株
式

会
社
・
調
和
技
研
）
に
加
え
、
四

大
学
の
教
員
が
集
ま
り
教
育
事

業
を
展
開
す
る
事
に
な
っ
た
。

 

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
し
て
一
月
に
「co.

ラ
ボ
の
っ

ぽ
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
多

大
学
交
流
会
を
実
施
し
た
。
そ

こ
で
提
案
さ
れ
た
事
業
の
う

ち
、
江
別
地
域
を
紹
介
す
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
発
刊
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
野
幌
商
店
街
の
空

店
舗
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ

の
経
営
実
践
（
地
域
の
子
供
の

遊
び
場
の
提
供
）
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
江
別
の
様
々
な
取
り
組

み
や
魅
力
を
学
生
に
よ
る
し
ゃ

べ
り
で
紹
介
す
る
ネ
ッ
ト
ラ
ジ

オ
「eberu

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
注
目

さ
れ
、北
海
道
新
聞
、Ｆ
Ｍ
ノ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

北
海
道
の
番
組
で
も
紹
介
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

践
の
中
で
の
学
生
の
成
長
は
目

覚
ま
し
く
、
経
営
学
部
と
し
て

は
今
後
も
こ
う
し
た
学
生
達
の

学
び
の
場
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

「
Ｆ
Ｄ
（
エ
フ
デ
ィ
ー
）」
と

はFaculty D
evelopm

ent

の
略
で
、「
教
員
の
能
力
開
発
」

と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
言
葉
で

す
が
、
例
え
ば
、
授
業
の
内
容

を
豊
か
で
魅
力
的
な
も
の
に
す

る
た
め
に
教
員
が
知
恵
と
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
教
え
る

力
を
高
め
合
う
よ
う
な
活
動
を

指
し
ま
す
。

　

こ
の
Ｆ
Ｄ
は
大
学
教
育
の
質

向
上
を
目
的
に
法
令
で
も
義
務

化
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
大
学

が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、

学
生
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
Ｆ

Ｄ
活
動
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
形
ば
か
り
の
研
修
会
を
開

く
だ
け
の
大
学
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
学
で
は

学
生
を
巻
き
込
み
、
教
職
員
と

学
生
が
一
体
と
な
っ
た
Ｆ
Ｄ
活

動
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
学
生
を
活
動
の
主
体
者
に

位
置
づ
け
、
学
生
の
視
点
か
ら

大
学
の
教
育
を
よ
り
善
い
も
の

に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
。

　

も
と
も
と
、
本
学
に
は
「
学

生
と
と
も
に
創
る
大
学
」
と
い

う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
今
も
多

く
の
学
生
が
大
学
運
営
に
関
与

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
障
が

い
学
生
を
支
援
す
る
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
委
員
会
」
や
大
学
広
報

の
企
画
に
携
わ
る
「
広
報
チ
ー

ム
」、
あ
る
い
は
パ
ソ
コ
ン
利

用
者
を
支
援
す
る
「
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
な
ど
で
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
学
生
た
ち
の

活
躍
に
学
び
な
が
ら
、
学
生
と

と
も
に
進
め
る
Ｆ
Ｄ
を
構
想
し

て
い
ま
す
。
写
真
は
、
Ｆ
Ｄ
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
教
職
員

と
学
生
が
議
論
す
る
模
様
で

す
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は

学
園
広
報
を
通
じ
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

13 前期は精神分析についての鍵概念を体

系的に学び、後期は現代の若者問題に

ついて社会―臨床的視点から認識を深

めていきます。

「臨床心理学演習Ｉ」

村澤和多里　人文学部　臨床心理学科　准教授

　

現
在
、
ひ
き
こ
も
り
や
少
年

犯
罪
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
心
理
的
」
問
題

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
理
解
し
て

い
く
と
き
に
は
、
二
つ
の
視
点

を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
一
つ
は
個
人
の
心
理

的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
で
、
も
う
一
つ
は
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

「
今
」
の
若
者
た
ち
に
多
く
見

ら
れ
て
い
る
の
か
を
探
究
す
る

こ
と
で
す
。

　

心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解

す
る
た
め
の
理
論
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
衝
動
的
側
面
と

行
動
的
側
面
と
合
わ
せ
た
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
理
解
し
て
い
く
上

で
、
精
神
分
析
は
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

演
習
の
前
期
で
は
、
精
神
分
析

理
論
に
つ
い
て
体
系
的
に
か
つ

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
を
も
ち
い
て
、
心
理

的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
理
解
す
る

た
め
の
知
識
と
理
論
枠
組
み
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

後
期
の
演
習
で
は
、
社
会
学

的
見
地
も
交
え
て
「
今
」
の
若

者
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

を
検
討
し
ま
す
。
特
に
後
期
の

演
習
は
、
ま
さ
に
そ

の
当
事
者
の
立
場
で

あ
る
大
学
生
の
立
場
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
演
習
の
最
終
的
な
目
標

は
、「
今
」
お
き
て
い
る
若
者

た
ち
の
問
題
を
、
既
存
の
理
論

に
あ
て
は
め
て
理
解
す
る
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
事
者
の
視

点
か
ら
「
生
き
た
現
実
」
を
分

析
し
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

学
生
と
と
も
に
進
め
る
Ｆ
Ｄ

経
営
学
部 

多
大
学
交
流 

〜c
o
.

ラ
ボ
の
っ
ぽ
〜 

開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

経
営
学
部
教
授　

山
本　
　

純

平
成
二
十
三
年
度

文
泉
会
課
外
活
動
奨
励
賞
贈
呈
式

 

が
行
わ
れ
ま
し
た

過
労
死
・
過
労
自
殺
の
国
際
比
較 ―

日
本
と
台
湾

（4）第112号札幌学院大学学園広報2012年（平成24年）6月20日


